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キア ゲハ 2? と アァ ゲハ 43 の 種 間 雑 種 
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A study of interspecific hybrids between Papilio machaon 
hippocrates 9 and アア xuthus る 


KAZUO WATANABE 


野外 で Papilio xuthus LrNNAmOs アゲ ハ る と 自然 に 交尾 し て いた アア machaon hippocrates C. et R. FELDER 
キア ゲハ か ら 採 卵 し , 飼育 に 成功 し て Fi 成虫 を 入る こと が で きた の で 報告 する ・ 

と の キア ゲハ は 1967 年 4 月 30 日 正午 頃 ( 晴 , 南東 風 , 22"C) 浜松 西高 校 1 年 生 笠 田 和 広 君 が 採取 し た も の で あ 
る . 同 君 は 浜松 市 弟 塚 町 の 茶畑 で , キア ゲハ と アゲ ハ $ の 交尾 体 が と び た っ た の を ネツ ッ ト で ふせ , その まま の 状 
態 に し て お いた と と ろ る 15 分 後 自 然 に 離れ た の で , 三 加 紙 に 入れ て も ち 詞 り 筆 者 に 提供 され た ・ 

本 報告 を する に あたり , 論 六 の 核 関 , 文献 の 譜 与 。 その 他 い ろ い ろ の 指導 を 賜っ た 南山 大 学 同 江 茂 博士 に 深 基 の 
講 世 を 表す る . また 材料 の 提供 と 研究 協力 され た 符 田 君 に 感謝 する . な お キア ゲハ 。 アゲ ハ の 幼生 期 , 成虫 の 公 
彩 , 形態 等 に つい て は , 原色 蝶 類 幼虫 大 図鑑 1 (保育 社 ) 原色 昆虫 大 図鑑 1 ( 北 除 館 ) を 参考 と し た . 


飼育 と その 結果 


キア ゲハ S は パセリ を 植え た 植木 体 に 入れ 口 を 布 で 項 い , 1 日 に 1 回 秒 糖 水 を 与え て 飼っ た と と ろ , 5 日 後 の 5 
月 5 日 に 2 卵 , 6 日 に 5 卵 を いずれ も 植木 体 の 内 面 に 産ん だ . 卵 は シャ ー レ に 移し 窓際 に お いて 飼育 し た . 

7 卵 の うち 受精 し な か っ た と 思わ れる 2 卵 は は じ め か ら 半 透明 で 他 卵 と は 区 別 が で きた . 他 の 5 卵 は その 後 褐色 
の 玉 紋 が あら われ 5 月 10 日 に 2 卵 黒 化し , うち 1 卵 (A) は 11 日 だ 敵 化 . 残り 3 卵 は 11 日 に 黒 化し , その うち 
1 卵 CB) だ けが 13 日 に 騨 化し た . 黒 化 卵 の うち で 舟 化 で き な か っ た も の も 幼虫 の 形 に な っ て いる と と か ら , 路 
没 を 破る 力 が 弱い た め 死 ん だ も の と 基 え られ る . 

幼虫 (A) は 直径 9 cm の シャ ー レ に 移し パセリ を 与え た が 食わ な い の で ナツ ミカ ン Citrus natsudaidai HAYATA 
に 変え た ら す ぐ 食 い は じ め た の で 以後 ナツ ミカ ン で 飼育 し た . 幼虫 (B) は パセリ を 与え た ら す ぐ 食 っ た の で その 
まま 飼育 し た . 両 幼虫 の 食 草 の ちがい に よる 成長 や 変化 を 比較 する た め (B) が ナツ ミカ ン を 食う か どう か は 調べ 
て みな か っ た . 個体 に よっ て 食性 が 異な る と と は 興味 深い と と で ある . な お , 阿 江 紅 の 実験 で は , 通常 幼虫 に 食 草 
の 選択 を させ て か ら 飼 育 を 開始 し て いる が , 両親 の 食 草 (ミカ ン 科 , セリ 科 ) の どちら で も 飼育 に 成功 され て いる . 

5 令 幼 虫 の 色彩 は (A) (Figs. 1, 2) で は 淡 緑 色 で 各 節 の 黒 横 帯 の 発達 が 悪く (B) (Fig. 3) で は 黒色 と 濃 黄 色 
の 顕著 な 縮 模 様 を 呈し , 両者 か な り の 差 が あっ た . ( 阿 江 氏 に よれ ば は 浪 黄 色 の 個体 は 診 ら し い 山 ). 形態 に つい て 
は (A) (B) 共に 第 1 腹 節 が 膨大 と な り 両 親 の 幼虫 期 に 比較 し て 頭でっかち の 感じ が し た ・ 

前 由 期 に お いて は hand-pairing 法 に よる キア ゲハ ベア ゲハ 3S の 雑種 多く み ら れ る よう に ( 隔 江 。 1960), 
CB) は 紅 糸 を 吐い て 胸部 と 腹部 の 先端 を と め て 昌 化 し た が (A) は 糸 で 固定 する こと が で きず に 踊 化し た . 

帳 の 色 は (4) (B) (Figs. 4,5) と も 刀 淡 黄 更 色 で 中 胸 背 面 中 央 の 突起 は アゲ ハ の よう に 斜 前 方 に 突出 する と と 
な く キ アゲ ハ の 方 と 近かっ た - 

成虫 は (A) (B) (Figs. 6-8) と も に $ の 正常 形 で 大き さ に 幾 分 の 差 は ある が 人 色彩 , 形態 変り 0 が な か っ た . 壮 
形 は 真 型 の キア ゲハ ③ に 近い が さら 細長 く て 前 甚 頂 角 が 鋭く , 地 色 は 黄 白 色 で 夏 型 の キア ゲハ 類似 で あっ た . 
前 趣 基 部 は キア ゲハ の よう に 全体 が 黒色 で ある が , アゲ ハ に 見 られ る 中 室 基部 の 縦 琲 は 不明 膝 な が ら 認 め ら れ た . 
後 在 肛 角 紋 は 赤色 で キア ゲハ 的 で あっ た . (アゲ ハ の 夏 理 $@ に は 赤 紋 は で な い . 日 水陸 士 教 示 前 翔 外縁 近 い 黄 
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メア 4 


キア ゲハ と アゲ ハ の 雑種 終 令 幼 虫 (1, 2 は ナツ ミカ ン , 3 は パセリ で 飼育 し た も の ) 





紋 列 は 輸 沖 が ば や け 和 両親 の いずれ と も 軸 な っ て いた . 
喘 化 か ら 羽 化 ま で 所 引 し た 日 数 は それ ぞ れ 25 日 , 231「 で ある が , は じ め は ナツ ミカ ン で 飼育 し た 方 が 成長 が よく 
5 令 幼 虫 以 後 は パセリ の 方 が よかっ た . な お , 同時 其 に 飼育 し た アゲ ハ $ で は 29」| を 女 し た . また 雑種 で は 各 倒 期 
間 の 時 間 が 知 か くい ずれ の stage に お いて も 両親 より か な ら り 小 形 で あっ た . 








考 宗 


HERE N\A RR 
MINGTON, 8 が , 自然 状態 で 交尾 する と と は 極め て 稀 と み ら れ , 交尾 観 穴 は 1 例 ( 梅 本 , 1954) が ある に す 
き ぎ ない. 静岡 県 浜松 市 地方 の 平地 で は 場所 に よっ て キア ゲハ , アゲ ハ と も 普通 種 で 同時 期 に 発生 し て いる が , 同 
地 で も 竹 問 の 交 A ER ご と と 考え られ る . 

足 化 直後 の 幼虫 に 食性 の 選択 が み ら れ , 両親 の それ ぞ れ の 食 草 に わか れ た が , 実験 個体 数 が 少な いと と , 食 草 給 
0 NN NS 

令 幼 虫 以前 の 幼虫 観察 は 不 完 人 で ちる の で 細か いこ と と は 近 べ られ な い が , 5 令 幼 出 か ら 成虫 まで の 外部 形態 お 
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キア ゲハ と アゲ ハ の 雑種 疫 お よび 成虫 (6, 7 は パセリ , 8 は ナツ ミカ ン で 飼育 し た も の ) 








キア ゲハ と アゲ ハ の 種 間 交 配 種 の 生育 経過 















































1. ナツ ミカ ン で 飼育 し た 個体 (4) 2. パセリ で 飼育 し た 個体 (B) 

体長 | | 体長 
5 月 1 日 ! 踊 化 1 令 「 83mm 5 月 18 日 | 野 化 1 令 3 mm 
5 月 14 日 : 脱 肥 の 会 6 mm 3 月 16 日 脱 皮 2 6 4 mm 
5 月 17 日 」 脱皮 | 3 令 | 8.5mm 5 月 19 日 脱皮 | 8 令 7 mm 
5 月 19 日 : 脱皮 4 令 | 18mm 5 月 22 日 | 脱 上 反 | 4 令 | 12mm 
5 月 22 日 | 脱 反 」 5 令 | 17mm 5 月 24 | 脱 皮 | 5 令 | 19mm 
5 月 25E mi 5 月 26 | | 25 mm 
5 月 26 日 前 遇 | 18mm 5 月 27 日 」 | 前 遇 | 19mm 
5 月 27 日 | 脱皮 | 瑞 22 mm 5 月 28 日 | 脱 皮 暴 22.5 mm 
6 月 5 日 | 羽化 (3) (次 開 張 56 mm) 6 月 5 日 | 羽化 ($) ( 期 開 張 60mm) 

よび 人 色彩 に つい て は アゲ ハ よ り も キア ゲハ の 方 類似 点 が 多く , と の 点 も hand-pairing の 場合 と - 致す る . また 


画 親 と の 中 間 お よび 全く 傍 う 点 も 認め られ 雑種 の 特徴 を も あら わし て いる と 考え られ る . 
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Summary 


1. A copulating pair between Papilio machaon hippocrates S and P. xuthus 3 was captured on April 
30, 1967, at Hamamatsu, Shizuoka Prefecture. Interspecific copulations between these two species seem 
very rare in nature. 


<. This hippocrates female laid seven eggs. Five of these eggs started to develop and two of them 
hatched. One larva did not feed on Parsley, but Natsumikan (Citrus natsudaidai HavarA), and another 
fed on Parsley. 


3. Ground color of the Sth instar larva fed on Parsley was dark yellow, and one fed on Natsumikan 
was pale green. 


These larvae grew faster than P. xuthus larvae which were reared at the same time, but were 
smaller. 


4. Ground color of the hybrid pupae were both yellowish light brown and the shapes resemble pupae 
of hippocrates. 

2. These two pupae emerged as males. These hybrid adults more resemble hippocrates adults than 
xuthus adults in general. 


ゴゴ 。 < < つっ ジジ モモ ンー の 中 化 型 


杉 繁 朗 
東京 都 大 田 区 大 森北 4 丁目 14-12 


A melanic specimen of Moma alpium Osbeck 


SHIGERO SUGI 


ゴマ ケン モン の 顕 閉 な 黒 化 弄 を 調べ る と と が で きた の で 報告 する . 械 本 は あま りら 新鮮 で な く , 多少 鱗 有 が お ち て 
いる が , 順 頂 , 胸痛 と も すべ て くら い 黒 褐色 を 呈し , 正常 型 の 六 紋 を は ほとんど と ど め て いな い . た だ し , 写真 で み 
られ る よう に , 前 閉 亜 外縁 部 , 第 3, 4 脈 付近 で 中 断 さ れ た 帯状 の 淡 
色 部 が ある が , こと れ は 正常 型 の 軸 外 縁 線 の 外側 に ある 銅 揚 色 部 が は ば そ 
の まま 現れ て いる も の で ある . 緑 毛 も 黒褐色 , 後期 も 一 様 に 正常 弄 よ り 
暗い 褐色 で , 横 豚 紋 も , 後 縁 朋 付近 の 円 斑 も 全く 現れ な い . 緑 毛 も 基部 
を 走る 細 条 を の ぞい て 黒褐色 で ある . 裏 向 も 前 後 類 と も は ば - ・ 様 区 暗 掲 
他 を 時 する . 標本 の デー タ は : 
ざ , Bijodaira (1000 m), Toyama-Pref. VII-2, 1960 (T. Mixawr- 











ゴマ ケン モン の 黒 化 型 YAwa- 現在 杉 が 保管 する . 
と の 標本 は 富山 市 の 南山 隆 隊 氏 が 採集 され た も の で , 同氏 の ご 好意 に 
より 調査 する 機会 を まな えら れ た も の で ある . 同氏 な ら び に お 世話 に な っ た 山中 浩 氏 に お 礼 申 上 げ る . 種 の 同定 は 交 
尾 器 の 検査 に よっ た . な お ゴマ ケン モン の 属 名 に , 規約 上 Moma は 使え な いと と に な っ た が , と と で は 便宜 上 慣 
用 され た 学名 を 用 いた - 
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